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り [Departementdes Pyrenees-Atlantiques 2003J、その大部分が自らをマヌーシュと1乎





















なるもっとも基礎的な単位、第二に m飢 s-eと呼ばれる i司じ祖先をもっ複数の夫婦
の集合、最後に血縁関係が実際にたどれなくとも、多かれ少なかれ顔見知りであ
り、接触のある同じ民族集団、もしくは親族関係の総体であるたuteからなるとい
う [Reyniers1992: 91 J 0 だがその一方で、レイニエールは、シンテ/マヌーシュが、
「共同体 communauteJ という概念を正確に表す言葉をもたないとして次のようにも
指摘している o 1共同体jの概念は完全な形ではあらわれない。この概念は「われ
われシンテ mareSinre Jや「私たちのところにいる人々 mem':efun i pa.s-mende Jとい
う表珍1によって1引妾的に示され、まず親族関係にある人々を指し、そしてそのほか
定住化の時代における地縁共同体の構築一フランス南西部に暮らす移動生活者マヌーシュの共同体を事関として 33 



























































































































































































































































































































ものである [Dolle1980; Omori 1977; Reyniers 1992J 0 しかし、彼女の現在20代と 30
代の子どもたちの世代となると、配偶者選択の内容は変化している O プッパには 3
人の娘(l人は未婚)と 3人の怠子がいるが、プッパ夫婦と親族関係にある家族集




























































である O 実際にどの家族もさかのぼれば「定住民 gadjeJ、もしくは非マヌーシュの




























































































































生得権に帰するものである O また、マヌーシュはしばしば「私たちの種 notreraceJ 
というようにフランス語の「人種jという言葉を多用するが、ここでも生物学的な


















































いほどに親族関係も広がっている o }舌住Jilが離れていたり、 i玄い親族関イ系にあった
りする人々とは、 El常的に顔を合わせることはなくとも、電話や人聞きによって頻






































































































































































































辺 [2003Jによる「実践コミュニティ Jの議論、「社会空間J[西井 2006Jや「エイジェン
トと共同性J[田中 2006Jをめぐる一連の議論も重要である O
2 ここで、小田は、「非同一'J守な共向性Jという言葉を大杉 [2001Jから援用している O
3 本論文の記述は、筆者が2006年夏の事前調査を経て 2007年9月から 2009年7月の間に、

















rガジェ gadjeJ とは、非ジプシーの「定住民Jや「農民jを意味するマヌーシュ誌である O





することなく独立した共肉体を形成している [Eberstadt2007; Olive 2003J 0 また、パリ閤では、



























14 ウィリアムは「戦略 strategieJ という概念を用いて、ロム共同体における家族関関
係の相互性や平等性を重視した個々人や個々の家族の主体的な帰属選択を強調している
[Williams 1984J 0 
15 ドレは次のように述べている orマヌーシュは誇いの勃発を避ける O つまりこの場合(誇
いから)逃げる手段をとる。マヌーシュはキャラヴァンを出発させ、別の場所に移っていく
のであるJ[Dolle 1980: 7lJ 0
16 r私たちだけの土地jとは、「家族用地jと呼ばれるキャラヴァン岩住者のための私有地
を指している O 家族用地については加稿[左地(野呂)2011]で論じている O
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